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ダイヤ改正後の主要バスターミナル時刻表（阪急伊丹）

平成３０年度決算の概要平成３０年度決算の概要

伊丹市マスコット

たみまる

　平成30年度は、軽油価格の高騰による燃料費の増加もあり、非常に厳しい経営を強いられた1年となりました。平成30年9月には、台風の影響による運休で市民・利用者
の皆様に多大なご迷惑をおかけしましたが、そうした中でも年間を通して多くの皆様に市営バスをご利用いただき、約7百万円の黒字決算となりました。
　なお、各年度の決算・予算の詳細は交通局ホームページでも公表しておりますのでご覧ください。

年間利用者数　　　1,497万人(１日当たり4万１千人)
乗合旅客運賃収入　20億3,999万円
当年度純利益　　　697万円

「伊丹市交通事業経営戦略」と決算との比較「伊丹市交通事業経営戦略」と決算との比較平成３０年度決算　収入・支出の内訳（単位：百万円）平成３０年度決算　収入・支出の内訳（単位：百万円）

【収益的収支】

【資本的収支】

収入総額 2,313

支出総額 2,306

営 業 収 益
営 業 外 収 益
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2,090,093
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△379,293
1,014,891
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△401,842
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決算区分

年度区分
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出
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補てん財源 消費税資本的収支調整額
損 益 勘 定 留 保 資 金

30年度 増減額

（単位：千円）

（単位：千円）

計画
313,950
515,836
△201,886
36,072
165,814

124,643
242,620
△117,977

8,956
109,021

△189,307
△273,216
83,909
△27,116
△56,793

決算

※年度末資金過不足額＝流動資産－（流動負債－翌年度償還予定企業債元金）算式における流動資産には固定資産・
建設仮勘定に計上している工事前払金144,000千円を含めている。

※伊丹市交通事業経営戦略の詳細等については、交通局ホームページをご参照ください。

※各バス停の時刻表は交通局ホームページをご覧ください。

　「伊丹市交通事業経営戦略(平成２８年３月策定)」における投資・財政計画と平成３０年度決算
との比較は、次のとおりです。

乗合旅客運賃 2,040乗合旅客運賃 2,040 一般会計補助金
227

一般会計補助金
227

広告料 26
その他 20

人件費 1,822

減価償却費 126

燃料費
153
燃料費
153

人件費 1,822

車両修繕費 79
その他 126
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阪急伊丹①番乗り場 阪急伊丹②番乗り場

阪急伊丹③番乗り場 阪急伊丹④番乗り場

阪急伊丹⑤番乗り場 阪急伊丹⑥番乗り場
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